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はじめに

　当院では開業当初より様々な支台築
造材料や方法を試してきたが、ファイ
バーポスト併用レジン支台築造（以降：
ファイバーコア）を行った症例におい
て、最終補綴物ごとファイバーコアが
脱離する、ファイバーコアが水平的に
破折するといった症例を立て続けに経
験したことがある。
　筆者の手技による問題もあるかも知
れないが、支台築造用レジンやボン
ディング材への光の到達不足による重
合不良、支台築造用レジンとファイ

バーポストの接着・嵌合不足、ファイ
バーコア自体の強度不足など、複数の
原因が考えられた。
　上記の問題点は手技だけでなく材料
の性能も活用することで解決できると
考え、サンメディカル株式会社から発
売されている「ｉ－ＴＦCシステム」を採
用したところ、それ以降は脱離や破折
を経験していない。
　今回は「ｉ－ＴＦCシステム」の特長や
性能を示したうえで、2021年にリニュー
アルした「直接法ポストレジン」が入った
「ｉ－ＴＦCシステム 直接法セット」（図

1）と「間接法ポストレジン」が入った

「ｉ－ＴＦCシステム 間接法セット」（図

2）を用いて当院で行った支台築造症例
を供覧する。

「ｉ－ＴＦC®システム」の
特長と性能

　以下に「ｉ－ＴＦCシステム」の基本的
な特長を示す。
①「光ファイバーポスト」は内部の光
ファイバーがポスト底部まで光を通す
ことで、根管深部のレジンを重合でき
る 1）。また、編込み構造になっている
ため、その凹凸にレジンが浸透するこ
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図1　ｉ－ＴＦC®システム 直接法セット

図5　ラバーダムを装着し、徹底的に窩洞を
清掃する。

図3　術前。デンタルX線写真

図2　ｉ－ＴＦC®システム 間接法セット

表1　各ポストレジンの重合収縮率
　　　（ISO17304準拠、サンメディカル（株）提供）

図4　CBCT像。₅に根尖病変を認める。
（モリタ社製 Veraviewepocs 3Dにて撮影）
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とで高い機械的嵌合力を発揮する。
②ファイバーポスト専用プライマー
「ファイバーポストプライマー」を使用
することで、ファイバーポストと専用
レジンの接着強さをさらに向上させる
ことが可能である 2）。
③補強用グラスファイバーである「ス
リーブ」や「アクセサリーファイバー」
を併用することで、築造体の機械的強
度を補える 3）。
④ポスト部とコア部にそれぞれ専用の
光重合型レジンを採用することで操作
性と物性の最適化を図っている。
　以下に2021年にリニューアルした
製品の特長を示す。
⑤使用方法に合わせてポスト部に使用
するレジンの特性を変えている。

1.「直接法ポストレジン」：重合収縮
率が低いため、C-ファクターの大きい
根管内でもコントラクションギャップ
が生じにくく、窩壁との適合性が高い
（表1）。また、光硬化深度が高いため、
根管深部までしっかりと光重合し硬化

する。

2.「間接法ポストレジン」：適度な重
合収縮率で、間接法の際に離型が容易
である。また、「直接法ポストレジン」
と同様に光硬化深度が高く、石膏模型
上でしっかりと光重合し硬化する。
⑥「ｉ－ＴＦCボンドⅡ」は、「ボンド」に
は拡散促進モノマー「4-META」、専用
の「ボンドブラシ」には親水性アミノ酸
系重合開始剤が配合されており、湿潤
した根管象牙質においてもモノマーの
拡散浸透と重合が促進され、根管象牙質
への高い接着性を示す4）、1液性のデュ
アルキュア型ボンディング材である。

症例1.直接法による支台築造

　56歳の女性、紹介により来院。デン
タルX線写真（図3）とCBCT（図4）に
て₅に根尖病変を認めたため、感染根
管治療後に支台築造までを当院で行い、
紹介元にて最終補綴処置を行っていた
だくこととなった。遠方からの来院と

いうこともあり、来院回数を減らすた
めにも直接法で行うことを説明し同意
を得た。
　直接法は、その日のうちに築造と形
成が完了する、窩洞にアンダーカット
があってもよいといった利点があるが、
もう一方で、チェアタイムが長い、レ
ジンの重合収縮が大きい、口腔内での
築造操作が難しいという問題点5）もあ
る。だが、「ｉ－ＴＦCシステム」の「直
接法ポストレジン」を使用することでレ
ジンの重合収縮を低減でき、「コアレジ
ンフロー」を用いることで操作性を解決
することができるため、自信をもって
直接法で行うことができるようになっ
ている。
　根管治療後の経過は問題なく、支台
築造へと移行した。まず、ラバーダム
防湿を行った上で築造窩洞を清掃する
（図5）。マイクロスコープ下にて側壁
に残った根管充填材を残さないように
確実に除去する。なお、ラバーダムと
支台歯の隙間はフロアブルレジンで封
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図6　ファイバーポストの試適。本数と配置を
決定する。

図9　「ファイバーポストプライマー」に浸漬し
た「光ファイバーポスト」を試適通りに挿入す
る。

図7　ボンディング処理を行う。「ｉ－ＴＦC
ボンドⅡ」は光照射不要。

図10　「コアレジンフロー」の填入。

図8　「直接法ポストレジン」の填入。

図11　光照射する。
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鎖することで防湿を徹底している。
　その後、ファイバーポストの配置を
シミュレーションしながら試適する（図

6）。外周にファイバーを配置させるこ
とでファイバーコア自体の強度を向上
させ、根管内のポストレジンの体積を
可及的に減らして重合収縮を抑える目
的で、根管のサイズを考慮したファイ
バーアレンジメントを行う。
　また、ファイバーコアの水平破折へ
の抵抗性も考慮して、ファイバーポス
トの先端は骨縁下に到達する長さに調
整している。
　マイクロスコープのフィルターをオレ
ンジフィルターに切り替え、「ｉ－ＴＦC

ボンドⅡ」の「ボンド」を「ボンドブラ
シ」で攪拌・混合した後、築造窩洞に混
合液を塗布し（図7）、エアーブローす
る。「ｉ－ＴＦCボンドⅡ」を用いる場
合、この時点での光照射は不要である。
　次いで「直接法ポストレジン」を填
入し（図8）、「ファイバーポストプラ
イマー」に浸漬した「光ファイバーポス
ト」をシミュレーション通りに挿入し
（図9）、光照射する。
　その後、ファイバーポストと歯質の
隙間やコア部には「コアレジンフロー」
を築盛し（図10）、光照射にて最終重合
後（図11）に支台歯形成まで行った（図

12, 13）。

症例2.間接法による支台築造

　37歳女性。術前デンタルX線写真（図

14）にて₆の根尖病変を認めたため、
再根管治療後に支台築造を行い、最終
補綴まで行うこととなった。
　間接法では、重合収縮の影響を小さ
くできる、適正な支台歯形態を付与で
きる、といった利点がある一方で、来
院回数が1回増える、仮着材の影響や
仮封期間中に窩洞が汚染されるリスク
などの欠点がある 5）。
　本患者は普段から当院に通っている
ため時間的余裕があり、部位が下顎大
臼歯で窩洞が大型であることからレジ

図15　根管充填後

図12　硬化後、支台歯形成を行う。

図18　間接法にて作製したファイバーコア。
ノブを付けておく。

図16　石膏模型作製

図13　術後。デンタルX線写真

図19　ラバーダムを装着し、徹底的に窩洞を
清掃する。

図17　模型上で試適する。

図14　初診時。デンタルX線写真

図20　「ティースプライマー」にて歯面処理を
行う。
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ンの重合収縮の影響を小さくできる利
点を生かして間接法で支台築造を行う
ことにした。
　根管充填後（図15）、印象採得し石膏
模型を作製した（図16）。模型上でファ
イバーポストの配置や本数を確認した
（図17）。
　その後、間接法にてファイバーコア
を作製した（図18）。ファイバーコアに
はノブを設置しておくとその後の作業
がしやすい。離型後、ポスト部にはア
ンダーカットがないようトリミングす
る。
　接着操作前にラバーダム防湿を行っ
た上で築造窩洞を清掃する（図19）。
ファイバーコアの試適後、「ティー
スプライマー」で歯面処理を行う（図

20）。また、ファイバーコアには「M&C

プライマー」を用いてシランカップリ
ング処理を行う。その後、混和した
「スーパーボンド（混和ラジオペーク）」
（図21）を「スーパーボンド マイクロシ
リンジ」で吸引し（図22）、窩洞内に移
送する。「スーパーボンド マイクロシ

リンジ」を使用できるポリマー粉末は
種類が限られているため注意が必要で
ある。
　また、死腔ができないように混和泥
が全周から溢れる程度の量を填入する
（図23）。硬化後、支台歯形成を行う
（図24, 25）。術後のデンタルX線写真
（図26）の通り、死腔なくファイバーポ
ストでの支台築造が完了した。

おわりに

　当院では、レジンの重合収縮による
コントラクションギャップを最重要視
しており、直接法・間接法の判断基準
は使用するレジンの量を目安にしてい
る。具体的な症例に照らし合わせると、
前歯と小臼歯は直接法、大臼歯は間接
法で行うことが多い。
　今回の症例1で紹介した「直接法ポ
ストレジン」は低重合収縮型のバルク
フィルレジンであり、今までは直接法
を行うには躊躇してしまう窩洞の大き
さであっても、自信をもって直接法で

の支台築造を行えるようになった。
　直接法・間接法はそれぞれ利点欠点
があるが、材料の性能でそれを補うこ
とができれば、臨床上で優位だと考え
る。ただし、材料の性能を最大限に活
かすには、ラバーダム防湿やマイクロ
スコープの使用も重要であり、診療環
境の整備も必要だと考えている。
　本稿が先生方の治療の一助になれば
幸いである。
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図21　「スーパーボンド（混和ラジオペーク）」
を混和する。

図24　術後。隣接面観

図22　専用の「スーパーボンド® マイクロシ
リンジ」で吸引して混和泥を移送する。

図25　術後。咬合面観

図23　セットした際に全周から溢れる程度の
量を填入する。

図26　術後。デンタルX線写真
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